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最近の主な災害

能登半島地震に関する報道等において、災害時における動物への

支援や飼い主への支援の必要性が、改めてクローズアップされている。
（東日本大震災、熊本地震においても課題であった。）

＜最近の主な災害＞

・能登半島地震（令和６年１月１日）

・宮崎県日南市 震度６弱（令和６年８月８日）

・南海トラフ臨時情報（巨大地震注意）（令和６年８月８日）

・神奈川県西部 震度５弱（令和６年８月９日）

・台風７号の影響（避難所設置）（令和６年８月１６日）

・茨城県日立市で震度５弱（令和６年８月１９日）

・奥能登豪雨による災害（令和６年１０月２１日）
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国の対応事例（能登半島地震）
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○東日本大震災では、犬の鳴き声や臭いなどの苦情が最も多かった。

○その他、「犬が放し飼いにされ、寝ている避難者の周りを動き回っていた」、「子供への

 危害が心配」、「ノミが発生した」などのトラブルも多く見られた。

○また、「アレルギー体質の方がいることから、避難所内で飼育することが難しい状況が

 あった」など健康への影響についての報告があるほか、「自分のペットへの過度の要望

 を通そうとする避難者がいた」など、飼育マナーに関する意見も報告されている。

○飼い主に「ペットとの同行避難」の意識が十分に浸透せず、多くの飼い主がペットを置

 いて避難したため、発災後の対応に苦慮した自治体がみられた。体制の整備だけでは

 なく、飼い主への普及・啓発も重要である。

避難所におけるペットのトラブル（東日本大震災の自治体アンケート調査結果）

東日本大震災におけるペットのトラブル
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本市におけるペット防災の課題

①【場所】 被災動物の保護場所の確保

②【人材】 飼い主・ペットを支援する人材

③【理解】 同行避難に関する理解促進

平成23年 東日本大震災
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協定締結

■令和６年６月

ヤマザキ動物看護大学 と 協定締結

■主な支援活動

①被災動物の保護、健康管理

②避難所での動物相談

③支援物資の受付、保管
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連携支援イメージ

東京都動物愛護相談
センター多摩支所

ヤマザキ動物看護大学

  ・保護動物の管理施設

八王子市保健所

・動物救護の拠点

獣医師会八王子支部

 ・被災動物への獣医療

避難所

協定

被災動物の保護、治療、相談等

連絡・調整

新

協定

平成30年 倉敷市避難所

避難所

令和5年 八王子市防災訓練
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協定内容

協定内容比較

獣医師会
八王子支部

ヤマザキ
動物看護大学

1 負傷動物に対する獣医療行為 ○ △

2 負傷動物の一時保護 ○ ○

3 動物の死亡確認 ○ －

4 市への救護活動の助言 ○ △

5 避難所での相談（助言・指導含む） ○ ○

6 一時保護された動物の健康管理 ○ ○

7 動物に関する情報提供 ○ ○

８ 支援物資等の保管、配給支援 － ○
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国の防災基本計画修正①（令和６年８月通知発出）
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太字下線部分
が修正箇所

国の防災基本計画修正②（令和６年８月通知発出）
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